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事業の概況 エレクトロニクス業界

好調に推移

慎重な姿勢

需要高まり

設備投資

半導体製造関連機器

PC, 通信機器

民生機器向け
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売上高連結業績
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営業利益連結業績
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△56.8%
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経常利益連結業績
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△98.3%
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親会社株主に帰属する当期純損益連結業績

第73期 第74期
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連結計算書類
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（単位：百万円）

資産の部連結貸借対照表

114,804

12,202

127,006

前期

△ 3,813

△631

△ 4,444

前期比

118,617

12,833

131,451

当期

流動資産

固定資産

資産合計

負債の部資産の部 純資産の部



© 2021 MARUBUN CORPORATION

負債の部負債の部資産の部資産の部

（単位：百万円）

負債の部連結貸借対照表

76,165

5,801

81,966

前期

△ 372

△907

△ 1,279

前期比

76,537

6,708

83,246

当期

流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部
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負債の部資産の部 負債の部

（単位：百万円）

純資産の部連結貸借対照表

38,791

45,040

127,006

前期

△ 2,802

△3,164

△ 4,444

前期比

41,593

48,204

131,451

当期

株主資本合計

純資産合計

負債純資産合計

純資産の部純資産の部
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単体計算書類

貸借対照表

損益計算書

単体計算書類の概要
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対処すべき課題
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対処すべき課題 エレクトロニクス業界

業界の勢力図の
大きな変化

大規模なM&Aの進展

5G通信技術の活用による

通信環境の高速化

IoTをはじめとした

センシング技術の深化

自動運転技術の進展

AIやロボティクスを活用した

医療・介護サービスの導入

新しいテクノロジーによる

社会生活の変化
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当社の取り組み

新たな価値を創造するビジネスモデルの構築

持続可能な社会への貢献

対処すべき課題

2
3

1
成長市場に向けた事業開発の促進
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当社の取り組み

高付加価値ビジネスの推進

新たなビジネスモデルの構築

対処すべき課題

2
3

1
成長市場での事業拡大

デバイス事業
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当社の取り組み

高付加価値ビジネスの推進

対処すべき課題

1デバイス事業

半導体製品

幅広い商材を組み合わせて
お客さまに提案

顧客シェアの一層の拡大を図る

電子
モジュール

ソフトウェア× ×

グローバルな
販売ネットワーク

米国アロー・エレクトロニクス社との提携

新規顧客とのビジネス拡大
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当社の取り組み

成長市場での事業拡大

対処すべき課題

2デバイス事業

斬新でユニークな商材を発掘 導入支援コンサルティングを提供

新たな市場を開拓

今後も成長が期待される分野

自動車 IoT医療・介護情報通信 産業機器
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当社の取り組み

新たなビジネスモデルの構築

対処すべき課題

3デバイス事業

ライセンス販売

サブスクリプション販売 ロボティクス技術の活用

デジタルマーケティングの推進

新たなビジネスモデルの
構築の推進

業務オペレーションの
さらなる効率化
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当社の取り組み

取扱い製品の差別化

グループ総合力の発揮

対処すべき課題

2
3

1
サービスの差別化

システム事業
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当社の取り組み

取扱い製品の差別化

対処すべき課題

1システム事業

取扱い製品 技術ノウハウ×
装置のカスタマイズ化

装置のモジュール化

新たな商材の開発

ソリューション提案力の強化

DXの進展

システムインテグレーションの
機能の高度化

ローカル5Gやスマートファクトリーなどの

新たな市場の需要取り込み
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当社の取り組み

サービスの差別化

対処すべき課題

2システム事業

トータルサポート

製品販売 保守サービス

当社
グループの

強み

長年培った経験と技術

高い専門性を有した

人材の確保と育成

フィールドサービスの
領域拡大を推進

さらなる技術優位性の確保
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当社の取り組み

グループ総合力の発揮

対処すべき課題

3システム事業

グループ間の連携を一層強化

当社グループの事業リソースを

最大限に活用した取り組みを推進

販売エリア拡大 市場シェアの向上
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